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第２回 白梅子ども学講座
子ども学の可能性 子どもたちの未来に向けて
今年（2008年）度の第２回子ども学講座は次の
ようなテーマと趣旨で11月から３月（土曜日14時
から16時）までかけて全６回にわたって開催された。
テーマ：「子ども学」を人間科学の光に その
源流から現在、そして未来へ
趣 旨：今世紀の初頭に，初めて「子ども学」と
名の付く学会（日本こども学会）が登場
しました。また，ここ数年，本学のみな
らず「子ども」と冠した大学の学部・学
科が急激に増えています。
しかし，歴史を繙いてみますと，明治
三十年代頃にはすでに「児童学」という
学問が打ち立てられ，子どもを分析的に
ではなく丸ごと総体的に捉えようとする
研究が進められてきました。現在でも
「児童学」という名称を掲げている大学
や学部があるのもご承知の通りです。
今回の講座では，「子ども学」の前身
とも言えるこの「児童学」にまで立ち返っ
て，改めて 丸ごとの（包括的）子ども
研究 の流れをたどる中から，新たな
「子ども学」を展望してみたいと考えま
した。
「全体としての子ども」把握から，
「子どもが主体となる」科学としての学
へ。人間科学への１つの道標として，新
たな「子ども学」の構築について考えて
みたいと思います。
具体的には以下のように展開された。
（曜日時間は毎回土曜日14時～16時なの
で省略）
鈴木敏子氏は家庭科教育における家族教育にお
いて，近代家族をどう乗り越えるか家庭科教師の
養成において力を入れている点について展開され
た。
土谷みち子氏は保育者養成において位置づけら
れている家族援助論で未来の保育者に大事にして
いる保護者と共に子どもの成長を支える保育のあ
り方を中心に論じられた。
◆質疑応答とまとめ
コメンテーターのお話によって，それぞれこれ
までの報告を意義づけたり方向付けたりできた。
質問は，アトム共同保育所の斬新な親と保育者の
分かり合い，個人情報をもっと出し合う中で自ら
の人間性を育て合う実践がどのようにして可能に
なったかの所に集中した。また，そうした乳幼児
保育と中・高の実践とがふれあい体験学習をとお
して引き続き交流しあえる方向の追究についても
希望が出され，今後に期待して終わった。
第１回 11月22日
子ども学の源流をたずねて 「児童学」の生成と発展
大泉 溥（日本福祉大学教授）
各回とも 30名から 50名の参加で，階層として
は，短大大学教員，小中高教員，幼稚園・保育園
関係者，本学及び他大学の院生，関連の研究者や
学会関係の方などであった。子ども学部を持つ本
学の教員も毎回数人が参加しており，今後の議論
に繋げられるという希望が感じられた。人数は直
接の現代的課題の場合などよりは少なく，どちら
かというと子ども学に関心を持つ研究志向の方々
であった。
したがって，それは，子ども学を考察しようと
している人たちむけの企画であり，今後子ども学
を共に考えていこうと呼びかけたのであるから当
然の帰結だと思われる。実践的な話を期待してき
た人には期待に添えない面もあったかと思われる
が，子ども学の源流をたずねて今後の子ども学の
構築・深化に向けようという企画ゆえであり，そ
ういう段階が子ども学の出発期にこそ必要であっ
たためであり，この講座の善し悪しはここでの学
びを今後にどう子ども学の確立に活かすかにかかっ
ていると言える。
報告内容は，大泉氏の膨大な資料に基づく源流
「子ども学以前の子ども学」にはじまり，本田氏
の『異文化としての子ども』から『子どもの忌避
される時代』としての今日までの子ども学考，堀
尾氏は大泉氏の資料にはなかった教育学の方から
の「子ども学以前の子ども学」そして，発達主体
としての子ども観，また，小林氏の「子ども学会」
を打ち立てようと実現してきた思いと経緯，児童
学の大切にしてきたものを今日に活かして児童学
科を運営し学生を育てている武藤氏の話とそれぞ
れに豊富であった。最後に本学の無藤子ども学研
所長から，「いまなぜ，『子ども学』か」と題して，
子ども学の今日的意義についてのまとめとしての
講演が行われた。企画者としても子ども学への道
標を一層深めることのできた講座であった。
なお，合わせて本学センターと研究所が共同で
刊行している『白梅子ども学叢書 』をお読み頂
き，内容を共有して頂けると幸いである。
（文責 金田利子）
88
弟２回 12月６日
子ども観と子ども研究① 「異文化としての子ども」の視点から
本田 和子（お茶の水女子大学名誉教授）
第３回 １月17日
子ども観と子ども研究② 「発達主体としての子ども」の視点から
堀尾 輝久（東京大学名誉教授）
第４回 ２月21日
「子ども学・子ども学会」 03年設立の理念と展望から
小林 登（東京大学名誉教授・日本子ども学会会長）
第５回 ３月７日
「児童学」の今日的意義 07年児童学科発足の意図から
武藤 安子（共立女子大学教授）
第６回 ３月21日
いまなぜ「子ども学」か
無藤 隆（白梅学園大学 子ども学研究所長）
◇ 司会・コーディネーター 金田利子（白梅学園大学教授）
